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支援を受けた研究者

支援を受けて初めて申請書に
何が求められているのかがわ
かった。

役に立つ説明を提供してもら
えたが、もっと簡単に英語の
情報が手に入るようにしてほ
しい。

外国人研究者の現状に合わせて、科研費を初めとする競争的資金に関する情報提供や申請支援等を行うことにより、外国人

研究者が本学において円滑に研究を進め力を発揮できる環境を整備する。

B (2) ⑤ 外国人研究者に対する研究資金獲得支援

• 外国人研究者の立場に立った支援の

実施

• 事務部との連携による取組

• 長期的な取組による、充実した資料の

作成、支援プログラムの実施

外国人研究者のこれまでの現状

競争的資金を獲得したいが、例えば
日本の助成システム、研究者自身
の雇用状況等、基本的な知識が不
足している。

英語による情報が十分になく、支援
者の配置にも偏りがある。

→研究を円滑に進め、
十分に力が発揮できる
環境が整備されていない。

目指す状態

 日本人研究者と変わりなく、
できるようになる外部資金
獲得。採択率も向上する。
等

→ 外国人研究者が研究をす
すめ、より活躍できる研究
環境へ。

●科研費英語申請 （研究推進課と連携して取り組みを実施）

1）科研費申請マニュアル（コンテンツの更新を実施）
Application manual (Osaka University Version) for
the Grants-in-Aid for Scientific Research (KAKENHI) Program
外国人研究者ならではの「分からないポイント」を押さえ、情報を提供

2）外国人研究者向け科研費説明会

全体セミナーと個人相談の実施

●特別研究員英語申請支援

（研究推進課と連携して取り組みを実施）

1) 申請書作成マニュアル

申請書の英訳や申請書の書き方指南を提供

2) 外国人申請予定者向け説明会

3) 申請書作成支援

●その他申請書作成支援

日本語による申請への支援と同様の支援を提供。

●外国人研究者向け新任教員研修プログラム

開発および実施

本年度より外国人向け新任教員プログラムとして、“An 

introduction to research funding schemes in Japan 

and Kakenhi Application”を策定、実施。

科研費申請マニュアル

科研費英語説明会

取り組み実績と得られた成果

★これらの支援により、外国人研究者に対し、母国とは研究資金の使途と使い方
の自由度が異なる可能性がある点についての理解をより深める機会を提供した。
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